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膀胱尿管逆流症におけるウロプラキンIIIの意義と
尿中mRNA定量による検査法の確立
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成功するとともに (JapaneseJourna1 of Cancer Research， 89:879， 1998)、
UPlaについても世界で唯一の特異的ポリクローナル抗体を作成して尿路移行上
皮癌(勝脱癌、尿管癌、腎孟癌)の組織診断マーカーとしての有用性を報告し


















(Journa1 of Ce11 Bio1ogy， 151:961， 2000)、一方で家族性VUR患者を対象と
したヒト upm遺伝子解析では遺伝子変異は検出されなかった、とも報告されて





























保存した組織検体から、 TriZOLReagent (Life Technologies， Inc.)を用い
て、プロトコールに従い総RNAを抽出し、分光光度計で濃度測定を行った。抽
出した各5μgずつの総RNAから、ランダムプライマー (TakaraBiochernical) 






採取した尿を遠心分離 (1，500rprn x 10分間)して剥離上皮を回収し、 PBSバ













たバンドを切り出しQIAquickGe1 Extraction Kit ( QIAGEN )を用いて精製し
た。 BigDyeTerminator Cyc1e Sequencing Ready Reaction Kit ( App1ied 















RT-PCRで増幅されたUPill-FおよびUPill-AのPCR産物を、TOPOTA C10ning Ki t 
for Sequencing (Invitrogen)を用いて pCR4-TOPOプラスミドベクターでサブ
クローニングし、 QuantumPrep P1asmid Miniprep Kit (BIO-RAD)を用いてそれ
ぞれのプラスミドを精製した。
( 5)定量的PCR

































































一数を算出した。その結果、 GAPDH1ngあたりのUPlI-F (完全長) mRNA発
現量の中央値はVURおよび対照尿でそれぞれ 198.6、63.9、平均+SDはVURお
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